
平成25年４月25日　
各　　位

１．当該事象の内容

２．業績に与える影響

　　（連結）

　　　　　①事業構造改善費用 5,242百万円

　　　　　②固定資産売却損 1,721百万円

　　　　　③のれん減損損失 1,155百万円

       　　合計 8,118百万円

　　（個別）

　　　　　①事業構造改善費用 2,175百万円

　　　　　②固定資産売却損 1,721百万円

　　　　　③子会社株式評価損 4,892百万円

       　　合計 8,788百万円

  子会社株式評価損は連結決算においては消去されるため、連結損益への影響はありません。

以　上

　上記の特別損失は、本日公表の「平成25年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しており
ます。

　平成25年３月期決算において、連結財務諸表に関し、工場機能の集約・統合や子会社の再編等の事業

構造改革費用、福利用資産等の譲渡による財務体質健全化に係る費用及び子会社における収益計画見直

しに伴うのれんの減損損失について、特別損失として計上することといたしました。

　個別財務諸表に関しては、連結財務諸表と同様、事業構造改革及び財務体質健全化に係る費用を特別

損失に計上するとともに、当社が保有する子会社株式に関し、当該子会社の経営成績及び財政状態を勘

案した結果、減損処理による評価損を特別損失に計上することといたしました。

　なお、事業構造改善費用の内容は、子会社再編等に係る費用1,591百万円、固定資産の減損損失1,463

百万円のほか、当該再編等に伴い転進支援制度（従業員の自由な転進を支援するための当社グループ既

存制度）の利用者が増加したことによる特別退職金等2,188百万円です。

　また、固定資産売却損については、福利施設・用地等を順次売却したことによる損失の合計額です。

特別損失の計上に関するお知らせ

　当社は、平成25年３月期決算において、下記のとおり特別損失を計上することとしましたので、お知

らせいたします。

記

会 社 名 株式会社日立国際電気 

代 表 者 名 執行役社長 篠本 学 

(コード番 号 6756 東証･大証第一部) 

問 合 せ 先 経営戦略・ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ本部長 堀 内 啓 

ＴＥＬ   03-6734-9401 


